
(57)【要約】

【課題】医療用スネアを有するより優れた医療器具を提

供する。

【解決手段】医療器具は、弾性的に可撓性のある第１の

細長い部材、および、弾性的に可撓性のある第２の細長

い部材を含んでいる。第１の細長い部材は、第１の近位

端部分、および、第１の遠位部分を有する。第２の細長

い部材は、第２の近位端部分、および、第２の遠位部分

を有し、第２の遠位部分が、第１の遠位部分に取り付け

られており、取り付けられた第１の遠位部分、および、

第２の遠位部分が、遠位がループ状の医療用スネアを画

定し、この医療用スネアは、患者に挿入可能である。第

１の例では、第１の近位端部分は、医療用スネアを関節

式に屈曲させるために、第２の近位端部分に対して長さ

方向に移動することができる。同一の例または第２の例

では、第１の近位端部分は、医療用スネアを関節式に屈

曲させるために、第１の近位端部分の中心線回りに回転

可能である。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 医 療 器 具 に お い て 、
　 ａ ） 第 １ の 近 位 端 部 分 、 お よ び 、 第 １ の 遠 位 部 分 を 有 す る 、 弾 性 的 に 可 撓 性 の あ る 第 １
の 細 長 い 部 材 と 、
　 ｂ ） 第 ２ の 近 位 端 部 分 、 お よ び 、 第 ２ の 遠 位 部 分 を 有 す る 、 弾 性 的 に 可 撓 性 の あ る 第 ２
の 細 長 い 部 材 で あ っ て 、
　 　 前 記 第 ２ の 遠 位 部 分 が 、 前 記 第 １ の 遠 位 部 分 に 取 り 付 け ら れ て お り 、
　 　 取 り 付 け ら れ た 前 記 第 １ の 遠 位 部 分 お よ び 第 ２ の 遠 位 部 分 が 、 遠 位 が ル ー プ 状 の 医 療
用 ス ネ ア を 画 定 し 、 こ の 医 療 用 ス ネ ア は 、 患 者 に 挿 入 可 能 で あ り 、
　 　 前 記 第 １ の 近 位 端 部 分 が 、 前 記 第 ２ の 近 位 端 部 分 に 対 し て 長 さ 方 向 に 移 動 可 能 で あ り
、
　 　 前 記 第 １ の 近 位 端 部 分 を 前 記 第 ２ の 近 位 端 部 分 に 対 し て 長 さ 方 向 に 移 動 す る と 、 前 記
医 療 用 ス ネ ア が 関 節 式 に 屈 曲 し 、
　 　 前 記 第 ２ の 近 位 端 部 分 が 、 前 記 第 １ の 近 位 端 部 分 に 対 し て 長 さ 方 向 に 移 動 可 能 で あ り
、
　 　 前 記 第 ２ の 近 位 端 部 分 を 前 記 第 １ の 近 位 端 部 分 に 対 し て 長 さ 方 向 に 移 動 す る と 、 前 記
医 療 用 ス ネ ア が 関 節 式 に 屈 曲 す る 、
　 第 ２ の 細 長 い 部 材 と 、
　 を 含 む 、 医 療 器 具 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 医 療 器 具 に お い て 、
　 前 記 第 ２ の 遠 位 部 分 が 、 前 記 第 １ の 遠 位 部 分 に 一 体 に 取 り 付 け ら れ て い る 、 医 療 器 具 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 医 療 器 具 に お い て 、
　 前 記 医 療 用 ス ネ ア が 、 高 周 波 通 電 型 医 療 用 ス ネ ア で あ る 、 医 療 器 具 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 医 療 器 具 に お い て 、
　 前 記 医 療 用 ス ネ ア が 、 内 視 鏡 挿 入 管 の 作 業 用 チ ャ ネ ル に 挿 入 可 能 で あ る 、 医 療 器 具 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 医 療 器 具 に お い て 、
　 前 記 第 １ の 細 長 い 部 材 、 お よ び 、 第 ２ の 細 長 い 部 材 が 、 本 質 的 に ニ チ ノ ー ル 製 ワ イ ヤ か
ら 構 成 さ れ て い る 、 医 療 器 具 。
【 請 求 項 ６ 】
　 医 療 器 具 に お い て 、
　 ａ ） 第 １ の 近 位 端 部 分 、 お よ び 、 第 １ の 遠 位 部 分 を 有 す る 、 弾 性 的 に 可 撓 性 の あ る 第 １
の 細 長 い 部 材 と 、
　 ｂ ） 第 ２ の 近 位 端 部 分 、 お よ び 、 第 ２ の 遠 位 部 分 を 有 す る 、 弾 性 的 に 可 撓 性 の あ る 第 ２
の 細 長 い 部 材 で あ っ て 、
　 　 前 記 第 ２ の 遠 位 部 分 が 、 前 記 第 １ の 遠 位 部 分 に 取 り 付 け ら れ て お り 、
　 　 取 り 付 け ら れ た 前 記 第 １ の 遠 位 部 分 お よ び 第 ２ の 遠 位 部 分 が 、 遠 位 が ル ー プ 状 の 医 療
用 ス ネ ア を 画 定 し 、 こ の 医 療 用 ス ネ ア は 患 者 に 挿 入 可 能 で あ り 、
　 　 前 記 第 １ の 近 位 端 部 分 が 、 中 心 線 を 有 し 、 前 記 中 心 線 回 り に 回 転 可 能 で あ り 、
　 　 前 記 第 １ の 近 位 端 部 分 を 前 記 中 心 線 回 り に 回 転 す る と 、 前 記 医 療 用 ス ネ ア が 関 節 式 に
屈 曲 す る 、
　 第 ２ の 細 長 い 部 材 と 、
　 を 含 む 、 医 療 器 具 。
【 請 求 項 ７ 】
　 医 療 器 具 に お い て 、
　 ａ ） 第 １ の 近 位 端 部 分 、 お よ び 、 第 １ の 遠 位 部 分 を 有 す る 、 弾 性 的 に 可 撓 性 の あ る 第 １
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の 細 長 い 部 材 と 、
　 ｂ ） 第 ２ の 近 位 端 部 分 、 お よ び 、 第 ２ の 遠 位 部 分 を 有 す る 、 弾 性 的 に 可 撓 性 の あ る 第 ２
の 細 長 い 部 材 で あ っ て 、
　 　 前 記 第 ２ の 遠 位 部 分 が 、 前 記 第 １ の 遠 位 部 分 に 取 り 付 け ら れ て お り 、
　 　 取 り 付 け ら れ た 前 記 第 １ の 遠 位 部 分 お よ び 第 ２ の 遠 位 部 分 が 、 遠 位 が ル ー プ 状 の 医 療
用 ス ネ ア を 画 定 し 、 こ の 医 療 用 ス ネ ア は 、 所 与 の 形 状 を 有 し て お り 、
　 　 前 記 第 １ の 近 位 端 部 分 が 、 前 記 第 ２ の 近 位 端 部 分 に 対 し て 長 さ 方 向 に 移 動 可 能 で あ り
、
　 　 前 記 第 ２ の 近 位 端 部 分 が 、 前 記 第 １ の 近 位 端 部 分 に 対 し て 長 さ 方 向 に 移 動 可 能 で あ る
、
　 第 ２ の 細 長 い 部 材 と 、
　 ｃ ） 可 撓 性 の あ る シ ャ フ ト 部 で あ っ て 、
　 　 近 位 シ ャ フ ト 端 部 、
　 　 患 者 に 挿 入 可 能 な 遠 位 シ ャ フ ト 端 部 、
　 　 前 記 近 位 シ ャ フ ト 端 部 か ら 前 記 遠 位 シ ャ フ ト 端 部 の 方 へ 延 び て い る 、 第 １ お よ び 第 ２
の 近 位 内 腔 部 、 な ら び に 、
　 　 前 記 遠 位 シ ャ フ ト 端 部 か ら 前 記 近 位 シ ャ フ ト 端 部 の 方 へ 延 び て お り 、 前 記 第 １ お よ び
第 ２ の 近 位 内 腔 部 の そ れ ぞ れ と つ な が っ て い る 遠 位 内 腔 部 、
　 　 を 有 し 、
　 　 前 記 第 １ の 細 長 い 部 材 が 、 前 記 第 １ の 近 位 内 腔 部 に 配 置 さ れ て お り 、
　 　 前 記 第 ２ の 細 長 い 部 材 が 、 前 記 第 ２ の 近 位 内 腔 部 に 配 置 さ れ て お り 、
　 　 前 記 医 療 用 ス ネ ア は 、 前 記 遠 位 内 腔 部 に 後 退 さ せ る こ と が 可 能 で あ り 、 か つ 、 前 記 遠
位 内 腔 部 か ら 伸 ば す こ と が 可 能 で あ り 、
　 　 前 記 第 １ の 近 位 端 部 分 を 前 記 第 ２ の 近 位 端 部 分 に 対 し て 長 さ 方 向 に 移 動 す る と 、 前 記
医 療 用 ス ネ ア は 、 前 記 遠 位 内 腔 部 か ら 伸 ば さ れ て い る 場 合 、 関 節 式 に 屈 曲 し て 形 状 を 変 え
、
　 　 前 記 第 ２ の 近 位 端 部 分 を 前 記 第 １ の 近 位 端 部 分 に 対 し て 長 さ 方 向 に 移 動 す る と 、 前 記
医 療 用 ス ネ ア は 、 前 記 遠 位 内 腔 部 か ら 伸 ば さ れ て い る 場 合 、 関 節 式 に 屈 曲 し て 形 状 を 変 え
る 、
　 可 撓 性 の あ る シ ャ フ ト 部 と 、
　 を 含 む 、 医 療 器 具 。
【 請 求 項 ８ 】
　 医 療 器 具 に お い て 、
　 ａ ） 第 １ の 近 位 端 部 分 、 お よ び 、 第 １ の 遠 位 部 分 を 有 す る 、 弾 性 的 に 可 撓 性 の あ る 第 １
の 細 長 い 部 材 と 、
　 ｂ ） 第 ２ の 近 位 端 部 分 、 お よ び 、 第 ２ の 遠 位 部 分 を 有 す る 、 弾 性 的 に 可 撓 性 の あ る 第 ２
の 細 長 い 部 材 で あ っ て 、
　 　 前 記 第 ２ の 遠 位 部 分 が 、 前 記 第 １ の 遠 位 部 分 に 取 り 付 け ら れ て お り 、
　 　 取 り 付 け ら れ た 前 記 第 １ の 遠 位 部 分 お よ び 第 ２ の 遠 位 部 分 が 、 遠 位 が ル ー プ 状 の 医 療
用 ス ネ ア を 形 成 し 、 こ の 医 療 用 ス ネ ア は 、 所 与 の 形 状 を し て お り 、
　 　 前 記 第 １ の 近 位 端 部 分 が 、 中 心 線 を 有 し 、 前 記 中 心 線 回 り に 回 転 可 能 で あ る 、
　 第 ２ の 細 長 い 部 材 と 、
　 ｃ ） 可 撓 性 の あ る シ ャ フ ト 部 で あ っ て 、
　 　 近 位 シ ャ フ ト 端 部 、
　 　 患 者 に 挿 入 可 能 な 遠 位 シ ャ フ ト 端 部 、
　 　 前 記 近 位 シ ャ フ ト 端 部 か ら 前 記 遠 位 シ ャ フ ト 端 部 の 方 へ 延 び て い る 、 第 １ お よ び 第 ２
の 近 位 内 腔 部 、 な ら び に 、
　 　 前 記 遠 位 シ ャ フ ト 端 部 か ら 前 記 近 位 シ ャ フ ト 端 部 の 方 へ 延 び て お り 、 前 記 第 １ お よ び
第 ２ の 近 位 内 腔 部 の そ れ ぞ れ と つ な が っ て い る 遠 位 内 腔 部 、
　 　 を 有 し 、
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　 　 前 記 第 １ の 細 長 い 部 材 が 、 前 記 第 １ の 近 位 内 腔 部 に 配 置 さ れ て お り 、
　 　 前 記 第 ２ の 細 長 い 部 材 が 、 前 記 第 ２ の 近 位 内 腔 部 に 配 置 さ れ て お り 、
　 　 前 記 医 療 用 ス ネ ア は 、 前 記 遠 位 内 腔 部 に 後 退 さ せ る こ と が 可 能 で あ り 、 か つ 、 前 記 遠
位 内 腔 部 か ら 伸 ば す こ と が 可 能 で あ り 、
　 　 前 記 第 １ の 近 位 端 部 分 を 前 記 中 心 線 回 り に 回 転 す る と 、 前 記 医 療 用 ス ネ ア は 、 前 記 遠
位 内 腔 部 か ら 伸 ば さ れ て い る 場 合 、 関 節 式 に 屈 曲 し て 形 状 を 変 え る 、
　 可 撓 性 の あ る シ ャ フ ト 部 と 、
　 を 含 む 、 医 療 器 具 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 開 示 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ １ 】
〔 発 明 の 分 野 〕
　 本 発 明 は 、 概 し て 医 療 機 器 に 関 す る も の で あ り 、 よ り 詳 し く は 、 医 療 用 ス ネ ア を （ medi
cal snare） 有 す る 医 療 器 具 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
〔 発 明 の 背 景 〕
　 患 者 に 挿 入 可 能 な 挿 入 管 を 有 す る 内 視 鏡 （ 結 腸 鏡 を 含 む ） が 公 知 で あ る 。 挿 入 管 は 、 関
節 式 に 屈 曲 可 能 な 遠 位 端 部 分 を 有 し 、 こ の 遠 位 端 部 分 は 、 そ の 遠 位 端 部 分 か ら 内 視 鏡 の ハ
ン ド ル に あ る 制 御 用 ノ ブ ま で 張 ら れ て い る ワ イ ヤ で 制 御 さ れ る 。 挿 入 管 の 遠 位 端 に あ る 広
角 ビ デ オ カ メ ラ で 診 察 を 行 う こ と が で き る 。 医 療 用 ス ネ ア ア セ ン ブ リ は 、 公 知 の 内 視 鏡 シ
ス テ ム の 一 部 で あ る 。 公 知 の 医 療 用 ス ネ ア ア セ ン ブ リ は 、 ス テ ン レ ス 製 ワ イ ヤ を 含 み 、 こ
の ワ イ ヤ は 、 長 さ 方 向 に 移 動 す る こ と が で き る 第 １ の 端 部 と 、 遠 位 が ル ー プ 状 の 医 療 用 ス
ネ ア （ distal-loop medical snare） を 形 成 し て か ら ワ イ ヤ に 固 定 す る よ う に 取 り 付 け ら
れ た 第 ２ の 端 部 と を 有 す る 。 別 の 公 知 の 医 療 用 ス ネ ア ア セ ン ブ リ は 、 ス テ ン レ ス 製 ワ イ ヤ
を 含 み 、 こ の ワ イ ヤ は 、 長 さ 方 向 に 移 動 す る こ と が で き る 第 １ の 端 部 と 、 遠 位 が ル ー プ 状
の 医 療 用 ス ネ ア を 形 成 し て か ら 把 持 部 (handpiece)に 固 定 す る よ う に 取 り 付 け ら れ た 第 ２
の 端 部 と を 有 す る 。 遠 位 が ル ー プ 状 の 医 療 用 ス ネ ア を 含 む ワ イ ヤ は 、 内 視 鏡 の 挿 入 管 の 作
業 用 チ ャ ネ ル に 挿 入 可 能 で あ り 、 そ の 第 １ の 端 部 は 、 長 さ 方 向 に 移 動 さ れ て 、 医 療 用 ス ネ
ア を 内 視 鏡 挿 入 管 の 遠 位 端 部 分 か ら 伸 ば す 。 次 に 、 あ る 例 で は 、 高 周 波 発 生 器 (radio-fre
quency generator)か ら の エ ネ ル ギ ー を ワ イ ヤ に 供 給 す る こ と に よ り 、 医 療 用 ス ネ ア を 治
療 を 施 す た め に 使 用 す る 。 公 知 の 、 遠 位 が ル ー プ 状 の 医 療 用 ス ネ ア は 、 特 定 の 用 途 に 合 わ
せ て 選 ば れ た 特 定 の 治 療 形 状 備 え る 、 さ ま ざ ま な 所 定 の 治 療 形 状 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 い ま な お 科 学 者 お よ び 技 術 者 は 、 医 療 用 ス ネ ア を 有 す る よ り 優 れ た 医 療 機 器 を 求 め 続 け
て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
〔 発 明 の 概 要 〕
　 本 発 明 の 実 施 形 態 の 第 １ の 態 様 (expression)は 、 弾 性 的 に 可 撓 性 の あ る 第 １ の 細 長 い 部
材 と 、 弾 性 的 に 可 撓 性 の あ る 第 ２ の 細 長 い 部 材 と を 含 ん で い る 医 療 器 具 の た め の も の で あ
る 。 第 １ の 細 長 い 部 材 は 、 第 １ の 近 位 端 部 分 、 お よ び 、 第 １ の 遠 位 部 分 を 有 す る 。 第 ２ の
細 長 い 部 材 は 、 第 ２ の 近 位 端 部 分 、 お よ び 、 第 ２ の 遠 位 部 分 を 有 し 、 第 ２ の 遠 位 部 分 が 、
第 １ の 遠 位 部 分 に 取 り 付 け ら れ て お り 、 取 り 付 け ら れ た 第 １ の 遠 位 部 分 お よ び 第 ２ の 遠 位
部 分 が 、 患 者 に 挿 入 可 能 で あ る 、 遠 位 が ル ー プ 状 の 医 療 用 ス ネ ア を 画 定 し て い る 。 第 １ の
近 位 端 部 分 が 、 第 ２ の 近 位 端 部 分 に 対 し て 長 さ 方 向 に 移 動 可 能 で あ り 、 第 １ の 近 位 端 部 分
を 第 ２ の 近 位 端 部 分 に 対 し て 長 さ 方 向 に 移 動 す る と 、 医 療 用 ス ネ ア が 関 節 式 に 屈 曲 す る 。
第 ２ の 近 位 端 部 分 が 、 第 １ の 近 位 端 部 分 に 対 し て 長 さ 方 向 に 移 動 可 能 で あ り 、 第 ２ の 近 位
端 部 分 を 第 １ の 近 位 端 部 分 に 対 し て 長 さ 方 向 に 移 動 す る と 、 医 療 用 ス ネ ア が 関 節 式 に 屈 曲
す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 の 実 施 形 態 の 第 ２ の 態 様 (expression)は 、 弾 性 的 に 可 撓 性 の あ る 第 １ の 細 長 い 部
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材 と 、 弾 性 的 に 可 撓 性 の あ る 第 ２ の 細 長 い 部 材 と を 含 ん で い る 医 療 器 具 の た め の も の で あ
る 。 第 １ の 細 長 い 部 材 は 、 第 １ の 近 位 端 部 分 、 お よ び 、 第 １ の 遠 位 部 分 を 有 す る 。 第 ２ の
細 長 い 部 材 は 、 第 ２ の 近 位 端 部 分 、 お よ び 、 第 ２ の 遠 位 部 分 を 有 し 、 第 ２ の 遠 位 部 分 が 第
１ の 遠 位 部 分 に 取 り 付 け ら れ て お り 、 取 り 付 け ら れ た 第 １ の お よ び 第 ２ の 遠 位 部 分 が 、 患
者 に 挿 入 可 能 で あ る 、 遠 位 が ル ー プ 状 の 医 療 用 ス ネ ア を 画 定 し て い る 。 第 １ の 近 位 端 部 分
は 中 心 線 を 有 し 、 中 心 線 回 り に 回 転 可 能 で あ り 、 第 １ の 近 位 端 部 分 を 中 心 線 回 り に 回 転 す
る と 、 医 療 用 ス ネ ア が 関 節 式 に 屈 曲 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 い く つ か の 利 点 お よ び 利 益 が 発 明 の 実 地 形 態 の １ つ 以 上 の 態 様 (expression)か ら 得 ら れ
る 。 あ る 例 で は 、 関 節 式 に 屈 曲 で き る 医 療 用 ス ネ ア が 提 供 さ れ 、 第 １ の 細 長 い 部 材 を 第 ２
の 細 長 い 部 材 に 対 し て 遠 位 の 長 さ 方 向 に 移 動 す る と 、 医 療 用 ス ネ ア が 第 １ の 側 に 関 節 式 に
屈 曲 し 、 第 ２ の 細 長 い 部 材 を 第 １ の 細 長 い 部 材 に 対 し て 遠 位 の 長 さ 方 向 に 移 動 す る と 、 医
療 用 ス ネ ア が 第 １ の 側 と は 反 対 の 第 ２ の 側 へ と 関 節 式 に 屈 曲 す る 。 同 一 の 例 、 ま た は 、 別
の 例 で は 、 遠 位 ル ー プ 部 お よ び 医 療 用 針 状 ナ イ フ 部 は 、 遠 位 ル ー プ 部 が 弛 緩 状 態 に あ る 場
合 、 実 質 的 に 平 面 内 に あ り 、 第 １ の 近 位 端 部 分 を そ の 中 心 線 回 り に 回 転 す る と 、 医 療 用 ス
ネ ア が 関 節 式 に 屈 曲 し て そ の 平 面 か ら 外 れ る 。 同 一 の 例 、 ま た は 、 別 の 例 で は 、 使 用 者 が
一 方 の 近 位 端 部 分 を 他 方 の 近 位 端 部 分 に 対 し て 移 動 し 、 か つ ／ ま た は 、 １ つ の 近 位 端 部 分
を そ の 中 心 線 回 り に 回 転 し て 医 療 用 ス ネ ア を 関 節 式 に 屈 曲 さ せ 、 患 者 の 第 １ の 治 療 の た め
の 第 １ の 治 療 形 状 を 呈 す る よ う に す る 。 こ の 例 で は 、 同 じ 処 置 の 間 に 、 使 用 者 は 、 ２ つ の
異 な る 所 定 の 治 療 形 状 を 有 す る 、 ２ つ の 異 な る 従 来 の 医 療 用 ス ネ ア を 使 用 す る こ と な く 、
医 療 用 ス ネ ア を 同 様 に 関 節 式 に 屈 曲 さ せ て 、 患 者 の 第 ２ の 治 療 を 行 う た め の 第 ２ の 治 療 形
状 を 呈 す る よ う に す る 。 あ る 応 用 例 で は 、 医 療 器 具 が 内 視 鏡 の 可 撓 性 の あ る 挿 入 管 の 作 業
用 チ ャ ネ ル に 挿 入 さ れ 、 医 療 用 ス ネ ア は 、 内 視 鏡 の 挿 入 管 に 対 し て 関 節 式 に 屈 曲 で き 、 こ
れ に よ り 、 内 視 鏡 の 広 角 ビ デ オ カ メ ラ お よ び 医 療 用 ス ネ ア の 位 置 合 わ せ を 独 立 し て 行 う こ
と が で き る 。 第 ２ の 応 用 例 で は 、 医 療 機 器 は 、 内 視 鏡 の 可 撓 性 の あ る 挿 入 管 の 外 側 に あ る
レ ー ル 部 に 連 結 し 、 か つ 、 こ の レ ー ル 部 に 沿 っ て ス ラ イ ド す る よ う に 構 成 さ れ て お り 、 こ
れ に よ り 、 内 視 鏡 の 広 角 ビ デ オ カ メ ラ お よ び 医 療 用 ス ネ ア の 位 置 合 わ せ を 独 立 し て 行 う こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 限 定 は し な い が 、 手 動 機 器 な ら び に ロ ボ ッ ト 支 援 型 機 器 に 応 用 で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
〔 発 明 の 詳 細 な 説 明 〕
　 本 発 明 を 詳 細 に 説 明 す る 前 に 、 本 発 明 は 、 そ の 応 用 ま た は 用 途 に お い て 、 添 付 の 図 面 お
よ び 記 述 に 説 明 さ れ た 部 品 の 構 造 お よ び 配 置 の 詳 細 に 限 定 は さ れ な い こ と に 留 意 さ れ た い
。 本 発 明 の 説 明 の た め の 実 施 形 態 は 、 他 の 実 施 形 態 、 変 形 例 お よ び 変 更 例 で 実 行 ま た は 組
み 込 む こ と が で き 、 さ ま ざ ま な 方 法 で 実 施 ま た は 実 行 す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 特 に 明
記 し な い 限 り 、 本 明 細 書 で 用 い る 用 語 お よ び 表 現 は 、 本 発 明 の 説 明 の た め の 実 施 形 態 を 読
み 手 の 便 宜 の た め に 記 述 す る 目 的 で 選 ば れ て お り 、 発 明 を 限 定 す る 目 的 で は な い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 後 述 す る 実 施 形 態 、 例 等 の 任 意 の １ つ 以 上 の 態 様 (expression)を 後 述 す る 実 施 形 態 、 例
等 の 任 意 の １ つ 以 上 の 他 の 態 様 (expression)と 組 み 合 わ せ る こ と が で き る こ と を 理 解 さ れ
た い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ こ で 図 面 を 参 照 す る と 、 全 図 を 通 し て 同 様 の 符 号 は 同 様 の 要 素 を 表 し て お り 、 図 １ ～
図 ４ は 本 発 明 の 実 施 形 態 を 図 示 し て い る 。 図 １ ～ 図 ４ の 実 施 形 態 の 第 １ の 態 様 (expressio
n)は 、 医 療 器 具 １ ０ の た め の も の で あ り 、 こ の 医 療 器 具 １ ０ は 、 弾 性 的 に 可 撓 性 の あ る 第
１ の 細 長 い 部 材 １ ２ 、 お よ び 、 弾 性 的 に 可 撓 性 の あ る 第 ２ の 細 長 い 部 材 １ ４ を 含 ん で い る
。 第 １ の 細 長 い 部 材 １ ２ は 、 第 １ の 近 位 端 部 分 １ ８ 、 お よ び 、 第 １ の 遠 位 部 分 ２ ０ を 有 す
る 。 第 ２ の 細 長 い 部 材 １ ４ は 、 第 ２ の 近 位 端 部 分 ２ ２ 、 お よ び 、 第 ２ の 遠 位 部 分 ２ ４ を 有
し 、 第 ２ の 遠 位 部 分 ２ ４ は 第 １ の 遠 位 部 分 ２ ０ に 取 り 付 け ら れ て お り 、 取 り 付 け ら れ た 第
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１ の 遠 位 部 分 ２ ０ 、 お よ び 、 第 ２ の 遠 位 部 分 ２ ４ は 、 遠 位 が ル ー プ 状 の 医 療 用 ス ネ ア ２ ６
を 画 定 し て お り 、 こ の 医 療 用 ス ネ ア ２ ６ は 患 者 に 挿 入 可 能 で あ る 。 第 １ の 近 位 端 部 分 １ ８
は 、 第 ２ の 近 位 端 部 分 ２ ２ に 対 し て 長 さ 方 向 に 移 動 す る こ と が で き 、 第 １ の 近 位 端 部 分 １
８ を 第 ２ の 近 位 端 部 分 ２ ２ に 対 し て 長 さ 方 向 に 移 動 す る と 、 医 療 用 ス ネ ア ２ ６ が 関 節 式 に
屈 曲 す る 。 第 ２ の 近 位 端 部 分 ２ ２ は 、 第 １ の 近 位 端 部 分 １ ８ に 対 し て 長 さ 方 向 に 移 動 す る
こ と が で き 、 第 ２ の 近 位 端 部 分 ２ ２ を 第 １ の 近 位 端 部 分 １ ８ に 対 し て 長 さ 方 向 に 移 動 す る
と 、 医 療 用 ス ネ ア ２ ６ が 関 節 式 に 屈 曲 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 １ ～ 図 ４ の 実 施 形 態 の 第 １ の 態 様 (expression)の あ る 使 用 可 能 例 (enablement)で は 、
第 ２ の 遠 位 部 分 ２ ４ が 第 １ の 遠 位 部 分 ２ ０ に 一 体 に 取 り 付 け ら れ て い る 。 し た が っ て 、 こ
の 使 用 可 能 例 (enablement)で は 、 第 １ の 遠 位 部 分 ２ ０ お よ び 第 ２ の 遠 位 部 分 ２ ４ が １ つ の
連 続 し た 部 分 の ２ つ の 部 位 で あ る 。 継 ぎ 目 の あ る 取 り 付 け 方 法 （ non-monolithic attachm
ent） は 、 当 業 者 に 委 ね る こ と と す る 。 弾 性 的 に 可 撓 性 の あ る 部 材 の 例 と し て は 、 限 定 は
し な い が 、 ワ イ ヤ を 含 む 。 ワ イ ヤ の 種 類 は 、 限 定 は し な い が 、 編 組 ワ イ ヤ (braided wire)
、 一 体 ワ イ ヤ (monolithic wire)、 お よ び 、 端 部 同 士 を 長 さ 方 向 に つ な げ た ワ イ ヤ セ グ メ
ン ト (wire segment)を 含 む 。 弾 性 的 に 可 撓 性 の あ る 部 材 お よ び ワ イ ヤ の 種 類 の 他 の 例 は 、
当 業 者 に 委 ね る こ と と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 １ ～ 図 ４ の 実 施 形 態 の 第 １ の 態 様 (expression)の あ る 実 行 例 (implementation)で は 、
医 療 用 ス ネ ア ２ ６ が 高 周 波 通 電 型 医 療 用 ス ネ ア (radio-frequency-energized medical sna
re)で あ る 。 他 の 通 電 型 、 お よ び 、 非 通 電 型 の 医 療 用 ス ネ ア に つ い て は 、 当 業 者 に 委 ね る
こ と と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 １ ～ 図 ４ の 実 施 形 態 の 第 １ の 態 様 (expression)の あ る 応 用 例 で は 、 医 療 用 ス ネ ア ２ ６
を 内 視 鏡 挿 入 管 ３ ２ の 作 業 用 チ ャ ネ ル ３ ０ に 挿 入 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 １ ～ 図 ４ の 実 施 形 態 の 第 １ の 態 様 (exprssion)の 材 料 の 第 １ の 選 択 で は 、 第 １ の 細 長
い 部 材 １ ２ 、 お よ び 、 第 ２ の 細 長 い 部 材 １ ４ は 、 本 質 的 に ニ チ ノ ー ル 製 ワ イ ヤ か ら 構 成 さ
れ て い る 。 ニ チ ノ ー ル 製 ワ イ ヤ は 、 形 状 記 憶 特 性 を 有 す る 超 弾 性 ワ イ ヤ で あ り 、 こ の ニ チ
ノ ー ル 製 ワ イ ヤ は 、 ワ イ ヤ に 所 望 の 形 状 を 設 定 す る こ と が で き 、 ワ イ ヤ を 曲 げ た 後 、 ワ イ
ヤ が そ の 設 定 さ れ て い る 形 状 に 弾 性 的 に 戻 る こ と は 当 業 者 に 公 知 の 通 り で あ る こ と に 留 意
さ れ た い 。 医 療 用 ス ネ ア ２ ６ は 、 弛 緩 状 態 （ つ ま り 、 医 療 用 ス ネ ア ２ ６ に 力 が 掛 か っ て お
ら ず 、 か つ 、 医 療 用 ス ネ ア に ト ル ク が 掛 か っ て い な い 状 態 ） を 有 す る こ と に 留 意 さ れ た い
。 第 １ の 例 で は 、 図 １ が 弛 緩 状 態 を 図 示 し て お り 、 医 療 用 ス ネ ア ２ ６ は 、 ワ イ ヤ に 設 定 さ
れ た 所 望 の 形 状 で あ る 、 対 称 な 第 １ の 治 療 形 状 を 有 し て い る 。 図 ３ は 、 使 用 者 が 一 方 の 近
位 端 部 分 を 他 方 の 近 位 端 部 分 に 対 し て 長 さ 方 向 に 移 動 し 、 医 療 用 ス ネ ア ２ ６ を 関 節 式 に 屈
曲 さ せ て 、 異 な る 非 対 称 な 第 ２ の 治 療 形 状 を 呈 す る よ う に し た 結 果 を 示 し て い る 。 出 願 人
は 、 医 療 用 ス ネ ア ２ ６ の 凧 状 の 形 状 に よ り 、 医 療 用 ス ネ ア ２ ６ が 関 節 式 に 屈 曲 し や す く な
る こ と を 確 認 し て い る 。 凧 状 の 形 状 と は 菱 形 形 状 （ diamond shape） で あ り 、 こ の 菱 形 形
状 の 先 端 （ 遠 位 ） の 頂 点 か ら 延 び る ２ つ の 短 い 辺 を 有 し 、 か つ 、 菱 形 形 状 の 底 部 （ 近 位 ）
の 頂 点 か ら 延 び る ２ つ の 長 い 辺 を 有 す る こ と に 留 意 さ れ た い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 １ ～ 図 ４ の 実 施 形 態 の 第 ２ の 態 様 (expression)は 、 医 療 器 具 １ ０ の た め の も の で あ り
、 こ の 医 療 器 具 １ ０ は 、 弾 性 的 に 可 撓 性 の あ る 第 １ の 細 長 い 部 材 １ ２ 、 お よ び 、 弾 性 的 に
可 撓 性 の あ る 第 ２ の 細 長 い 部 材 １ ４ を 有 す る 。 第 １ の 細 長 い 部 材 １ ２ は 、 第 １ の 近 位 端 部
分 １ ８ 、 お よ び 、 第 １ の 遠 位 部 分 ２ ０ を 有 す る 。 第 ２ の 細 長 い 部 材 １ ４ は 、 第 ２ の 近 位 端
部 分 ２ ２ 、 お よ び 、 第 ２ の 遠 位 部 分 ２ ４ を 有 し 、 第 ２ の 遠 位 部 分 ２ ４ は 、 第 １ の 遠 位 部 分
２ ０ に 取 り 付 け ら れ て お り 、 取 り 付 け ら れ た 第 １ の 遠 位 部 分 ２ ０ お よ び 第 ２ の 遠 位 部 分 ２
４ は 、 遠 位 が ル ー プ 状 の 医 療 用 ス ネ ア ２ ６ を 画 定 し 、 こ の 医 療 用 ス ネ ア ２ ６ は 、 患 者 に 挿
入 す る こ と が で き る 。 第 １ の 近 位 端 部 分 １ ８ は 、 中 心 線 １ ９ を 有 し 、 こ の 中 心 線 １ ９ 回 り
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に 回 転 可 能 で あ り 、 第 １ の 近 位 端 部 分 １ ８ を 中 心 線 １ ９ 回 り に 回 転 す る と 、 医 療 用 ス ネ ア
２ ６ が 関 節 式 に 屈 曲 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 １ ～ 図 ４ の 実 施 形 態 の 第 １ の 態 様 (expression)の あ る 実 例 (illustration)で は 、 第 ２
の 近 位 端 部 分 ２ ２ が そ の 中 心 線 回 り に 回 転 不 能 で あ る 。 別 の 実 例 (illustration)で は 、 第
２ の 近 位 端 部 分 ２ ２ が そ の 中 心 線 回 り に 回 転 可 能 で あ る 。 あ る 変 更 例 で は 、 第 １ の お よ び
第 ２ の 近 位 端 部 分 の 両 方 が 、 そ れ ら の 対 応 す る 中 心 線 回 り に 同 じ 向 き に 回 転 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 １ ～ 図 ４ の 実 施 形 態 の 第 １ の 態 様 (expression)の 使 用 可 能 例 (enablements)、 実 行 例 (
implementations)、 応 用 例 (applications)等 は 、 図 １ ～ 図 ４ の 実 施 形 態 の 第 ２ の 態 様 (exp
ression)に 等 し く 適 用 可 能 で あ る こ と に 留 意 さ れ た い 。 図 １ ～ 図 ４ の 実 施 形 態 の 第 ２ の 態
様 (expression)の あ る 利 用 例 (employment)で は 、 第 １ の 近 位 端 部 分 １ ８ が 、 第 ２ の 近 位 端
部 分 ２ ２ に 対 し て 長 さ 方 向 に 移 動 可 能 で あ り 、 第 １ の 近 位 端 部 分 １ ８ を 第 ２ の 近 位 端 部 分
２ ２ に 対 し て 長 さ 方 向 に 移 動 す る と 、 医 療 用 ス ネ ア ２ ６ が 関 節 式 に 屈 曲 す る 。 同 一 の 利 用
例 、 ま た は 、 別 の 利 用 例 (employment)で は 、 第 ２ の 近 位 端 部 分 ２ ２ が 、 第 １ の 近 位 端 部 分
１ ８ に 対 し て 長 さ 方 向 に 移 動 可 能 で あ り 、 第 ２ の 近 位 端 部 分 ２ ２ を 第 １ の 近 位 端 部 分 １ ８
に 対 し て 長 さ 方 向 に 移 動 す る と 、 医 療 用 ス ネ ア ２ ６ が 関 節 式 に 屈 曲 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 １ ～ 図 ４ の 実 施 形 態 の 第 ３ の 態 様 (expression)は 、 弾 性 的 に 可 撓 性 の あ る 第 １ の 細 長
い 部 材 １ ２ 、 弾 性 的 に 可 撓 性 の あ る 第 ２ の 細 長 い 部 材 １ ４ 、 お よ び 、 可 撓 性 の あ る シ ャ フ
ト 部 ３ ４ を 含 む 医 療 器 具 １ ０ の た め の も の で あ る 。 第 １ の 細 長 い 部 材 １ ２ は 、 第 １ の 近 位
端 部 分 １ ８ 、 お よ び 、 第 １ の 遠 位 部 分 ２ ０ を 有 す る 。 第 ２ の 縦 長 部 分 １ ４ は 、 第 ２ の 近 位
端 部 分 ２ ２ 、 お よ び 、 第 ２ の 遠 位 部 分 ２ ４ を 有 し 、 第 ２ の 遠 位 部 分 ２ ４ が 、 第 １ の 遠 位 部
分 ２ ０ に 取 り 付 け ら れ て お り 、 取 り 付 け ら れ た 第 １ の 遠 位 部 分 ２ ０ お よ び 第 ２ の 遠 位 部 分
２ ４ は 、 遠 位 が ル ー プ 状 の 医 療 用 ス ネ ア ２ ６ を 画 定 し 、 こ の 医 療 用 ス ネ ア ２ ６ は 所 与 の 形
状 を 有 す る 。 第 １ の 近 位 端 部 分 １ ８ は 、 第 ２ の 近 位 端 部 分 ２ ２ に 対 し て 長 さ 方 向 に 移 動 可
能 で あ り 、 第 ２ の 近 位 端 部 分 ２ ２ は 、 第 １ の 近 位 端 部 分 １ ８ に 対 し て 長 さ 方 向 に 移 動 可 能
で あ る 。 シ ャ フ ト 部 ３ ４ は 、 近 位 シ ャ フ ト 端 部 ３ ６ お よ び 遠 位 シ ャ フ ト 端 部 ３ ８ 、 第 １ の
近 位 内 腔 部 ４ ０ お よ び 第 ２ の 近 位 内 腔 部 ４ ２ 、 な ら び に 、 遠 位 内 腔 部 ４ ４ を 有 す る 。 遠 位
シ ャ フ ト 端 部 ３ ８ は 、 患 者 に 挿 入 可 能 で あ る 。 第 １ の 近 位 内 腔 部 ４ ０ 、 お よ び 、 第 ２ の 近
位 内 腔 部 ４ ２ は 、 近 位 シ ャ フ ト 端 部 ３ ６ か ら 遠 位 シ ャ フ ト 端 部 ３ ８ の 方 へ と 延 び て い る 。
遠 位 内 腔 部 ４ ４ は 、 遠 位 シ ャ フ ト 端 部 ３ ８ か ら 近 位 シ ャ フ ト 端 部 ３ ６ の 方 へ と 延 び て お り
、 第 １ の 近 位 内 腔 部 ４ ０ お よ び 第 ２ の 近 位 内 腔 部 ４ ２ の そ れ ぞ れ と つ な が っ て い る 。 第 １
の 細 長 い 部 材 １ ２ は 、 第 １ の 近 位 内 腔 部 ４ ０ に 配 置 さ れ て お り 、 第 ２ の 細 長 い 部 材 １ ４ は
、 第 ２ の 近 位 内 腔 部 ４ ２ に 配 置 さ れ て い る 。 医 療 用 ス ネ ア ２ ６ は 、 遠 位 内 腔 部 ４ ４ に 後 退
さ せ る こ と が 可 能 で あ り 、 か つ 、 遠 位 内 腔 部 ４ ４ か ら 伸 ば す こ と が 可 能 で あ る 。 第 １ の 近
位 端 部 分 １ ８ を 第 ２ の 近 位 端 部 分 ２ ２ に 対 し て 長 さ 方 向 に 移 動 す る と 、 医 療 用 ス ネ ア ２ ６
は 、 遠 位 内 腔 部 ４ ４ か ら 伸 ば さ れ て い る 場 合 、 関 節 式 に 屈 曲 し 、 形 状 を 変 え る 。 第 ２ の 近
位 端 部 分 ２ ２ を 第 １ の 近 位 端 部 分 １ ８ に 対 し て 長 さ 方 向 に 移 動 す る と 、 医 療 用 ス ネ ア ２ ６
は 、 遠 位 内 腔 部 ４ ４ か ら 伸 ば さ れ て い る 場 合 、 関 節 式 に 屈 曲 し 、 形 状 を 変 え る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 第 １ の 細 長 い 部 材 １ ２ お よ び 第 ２ の 細 長 い 部 材 １ ４ は 、 第 １ の 近 位 内 腔 部 ４ ０ お よ び 第
２ の 近 位 内 腔 部 ４ ２ の 対 応 す る も の と 、 遠 位 内 腔 部 ４ ４ と に ス ラ イ ド す る よ う に 配 置 さ れ
て い る こ と に 留 意 さ れ た い 。 第 １ の 近 位 端 部 分 １ ８ お よ び 第 ２ の 近 位 端 部 分 ２ ２ の 両 方 を
同 時 に 遠 位 へ 動 か す と 、 医 療 用 ス ネ ア ２ ６ が 遠 位 内 腔 部 ４ ４ か ら 伸 び る 。 第 １ の 近 位 端 部
分 １ ８ お よ び 第 ２ の 近 位 端 部 分 ２ ２ の 両 方 を 同 時 に 近 位 へ 動 か す と 、 医 療 用 ス ネ ア ２ ６ が
遠 位 内 腔 部 ４ ４ へ 後 退 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 １ ～ 図 ４ の 実 施 形 態 の 第 ３ の 態 様 (expression)の あ る 応 用 例 で は 、 シ ャ フ ト 部 ３ ４ が
内 視 鏡 挿 入 管 ３ ２ の 作 業 用 チ ャ ネ ル ３ ０ に 挿 入 可 能 で あ る 。 図 １ ～ 図 ４ の 実 施 形 態 の 第 １
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の 態 様 (expression)の 他 の 使 用 可 能 例 (enablements)、 実 行 例 (implementations)等 は 、 図
１ ～ 図 ４ の 実 施 形 態 の 第 ３ の 態 様 (expression)と 等 し く 適 用 可 能 で あ る こ と に 留 意 さ れ た
い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 １ ～ 図 ４ の 実 施 形 態 の 第 ４ の 態 様 (expression)は 、 弾 性 的 に 可 撓 性 の あ る 第 １ の 細 長
い 部 材 １ ２ 、 弾 性 的 に 可 撓 性 の あ る 第 ２ の 細 長 い 部 材 １ ４ 、 お よ び 、 可 撓 性 の あ る シ ャ フ
ト 部 ３ ４ を 含 む 医 療 器 具 １ ０ の た め の も の で あ る 。 第 １ の 細 長 い 部 材 １ ２ は 、 第 １ の 近 位
端 部 分 １ ８ 、 お よ び 、 第 １ の 遠 位 部 分 ２ ０ を 有 す る 。 第 ２ の 細 長 い 部 材 １ ４ は 、 第 ２ の 近
位 端 部 分 ２ ２ 、 お よ び 、 第 ２ の 遠 位 部 分 ２ ４ を 有 し 、 第 ２ の 遠 位 部 分 ２ ４ が 、 第 １ の 遠 位
部 分 ２ ０ に 取 り 付 け ら れ て お り 、 取 り 付 け ら れ た 第 １ の 遠 位 部 分 ２ ０ お よ び 第 ２ の 遠 位 部
分 ２ ４ は 、 遠 位 が ル ー プ 状 の 医 療 用 ス ネ ア ２ ６ を 画 定 し 、 こ の 医 療 用 ス ネ ア ２ ６ は 、 所 与
の 形 状 を 有 し て い る 。 第 １ の 近 位 端 部 分 １ ８ は 中 心 線 １ ９ を 有 し 、 こ の 中 心 線 １ ９ 回 り に
回 転 可 能 で あ る 。 シ ャ フ ト 部 ３ ４ は 、 近 位 シ ャ フ ト 端 部 ３ ６ お よ び 遠 位 シ ャ フ ト 端 部 ３ ８
、 第 １ の 近 位 内 腔 部 ４ ０ お よ び 第 ２ の 近 位 内 腔 部 ４ ２ 、 な ら び に 、 遠 位 内 腔 部 ４ ４ を 有 す
る 。 遠 位 シ ャ フ ト 端 部 ３ ８ は 、 患 者 に 挿 入 可 能 で あ る 。 第 １ の 近 位 内 腔 部 ４ ０ 、 お よ び 、
第 ２ の 近 位 内 腔 部 ４ ２ は 、 近 位 シ ャ フ ト 端 部 ３ ６ か ら 遠 位 シ ャ フ ト 端 部 ３ ８ の 方 へ と 延 び
て い る 。 遠 位 内 腔 部 ４ ４ は 、 遠 位 シ ャ フ ト 端 部 ３ ８ か ら 近 位 シ ャ フ ト 端 部 ３ ６ の 方 へ と 延
び て お り 、 第 １ の 近 位 内 腔 部 ４ ０ お よ び 第 ２ の 近 位 内 腔 部 ４ ２ の そ れ ぞ れ と つ な が っ て い
る 。 第 １ の 細 長 い 部 材 １ ２ は 第 １ の 近 位 内 腔 部 ４ ０ に 配 置 さ れ て お り 、 第 ２ の 細 長 い 部 材
１ ４ は 第 ２ の 近 位 内 腔 部 ４ ２ に 配 置 さ れ て い る 。 医 療 用 ス ネ ア ２ ６ は 、 遠 位 内 腔 部 ４ ４ に
後 退 さ せ る こ と が 可 能 で あ り 、 か つ 、 遠 位 内 腔 部 ４ ４ か ら 伸 ば す こ と が 可 能 で あ る 。 第 １
の 近 位 端 部 分 １ ８ を 中 心 線 １ ９ 回 り に 回 転 す る と 、 医 療 用 ス ネ ア ２ ６ は 、 遠 位 内 腔 部 ４ ４
か ら 伸 ば さ れ て い る 場 合 、 関 節 式 に 屈 曲 し 、 形 状 を 変 え る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 １ ～ 図 ４ の 実 施 形 態 の 第 ４ の 態 様 (expression)の あ る 応 用 例 で は 、 シ ャ フ ト 部 ３ ４ が
内 視 鏡 挿 入 管 ３ ２ の 作 業 用 チ ャ ネ ル ３ ０ に 挿 入 可 能 で あ る 。 図 １ ～ 図 ４ の 実 施 形 態 の 第 ２
の 態 様 (expression)の 他 の 使 用 可 能 例 (enablements)、 実 行 例 (implementations)、 利 用 例
(employments)等 は 、 図 １ ～ 図 ４ の 実 施 形 態 の 第 ４ の 態 様 (expression)と 等 し く 適 用 可 能
で あ る こ と に 留 意 さ れ た い 。 あ る 変 形 例 で は 、 第 ２ の 近 位 端 部 分 が そ の 中 心 線 回 り に 回 転
不 能 で あ る 。 別 の 変 形 例 で は 、 第 ２ の 近 位 端 部 分 が そ の 中 心 線 回 り に 回 転 可 能 で あ る 。 あ
る 変 更 例 で は 、 第 １ の お よ び 第 ２ の 近 位 端 部 分 の 両 方 が 、 そ れ ら の 対 応 す る 中 心 線 回 り に
同 じ 向 き に 回 転 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 １ ～ 図 ４ の 実 施 形 態 の 第 ３ の 態 様 (expression)お よ び ／ ま た は 第 ４ の 態 様 の 不 図 示 の
別 の 応 用 例 で は 、 シ ャ フ ト 部 が レ ー ル 連 結 特 徴 部 を 有 し 、 こ の レ ー ル 連 結 特 徴 部 は 、 内 視
鏡 の 可 撓 性 の あ る 挿 入 管 の 外 側 に あ る レ ー ル 部 と 連 結 し 、 こ の レ ー ル 部 に 沿 っ て ス ラ イ ド
す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 他 の 応 用 例 は 、 こ の 医 療 器 具 １ ０ を 内 視 鏡 以 外 で 用 い る 場 合
（ non-endoscope use） を 含 め 、 当 業 者 に 委 ね る こ と と す る 。 図 １ ～ 図 ４ の 実 施 形 態 の 第
３ の 態 様 お よ び ／ ま た は 第 ４ の 態 様 の 材 料 の 第 １ の 選 択 で は 、 シ ャ フ ト 部 ３ ４ が エ ラ ス ト
マ ー を 含 む 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 １ ～ 図 ４ の 前 述 し た 実 施 形 態 の 任 意 の １ つ 以 上 、 ま た は 、 全 て の 態 様 の 、 あ る 拡 張 例
(extension)で は 、 医 療 器 具 １ ０ は 、 不 図 示 の 把 持 部 (handpiece)を 含 む 。 あ る 例 で は 、 こ
の 把 持 部 は ジ ョ イ ス テ ィ ッ ク 型 の ハ ン ド ル 部 を 含 み 、 こ の ハ ン ド ル 部 は 、 第 １ の 細 長 い 部
材 １ ２ の 第 １ の 近 位 端 部 分 １ ８ お よ び 第 ２ の 細 長 い 部 材 １ ４ の 第 ２ の 近 位 端 部 分 ２ ２ に 、
作 用 す る よ う に 接 続 さ れ て お り 、 ジ ョ イ ス テ ィ ッ ク 型 ハ ン ド ル を 一 方 の 側 に 動 か す と 、 医
療 用 ス ネ ア ２ ６ が 一 方 の 側 へ 関 節 式 に 屈 曲 し 、 ジ ョ イ ス テ ィ ッ ク 型 ハ ン ド ル 部 を 他 方 の 側
に 動 か す と 、 医 療 用 ス ネ ア ２ ６ が 他 方 の 側 へ 関 節 式 に 屈 曲 す る 。 こ こ で 、 第 １ の 細 長 い 部
材 １ ２ の 第 １ の 近 位 端 部 分 １ ８ は 、 正 方 形 断 面 を 有 し 、 把 持 部 に あ る リ ン グ を 回 転 す る と
、 把 持 部 の 内 部 に あ る 第 １ の 近 位 端 部 分 １ ８ が 歯 車 機 構 （ gear arrangement） に よ っ て 回
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転 す る 。 別 の 不 図 示 の 例 で は 、 把 持 部 が 、 １ つ の 支 持 用 の 静 止 指 輪 (stationary finger r
ing)を 有 し 、 第 １ の ス ラ イ ド 可 能 指 輪 (slidable finger rings)お よ び 第 ２ の ス ラ イ ド 可
能 指 輪 を 有 し 、 こ れ ら の 第 １ お よ び 第 ２ の ス ラ イ ド 可 能 指 輪 は 、 第 １ の 近 位 端 部 分 １ ８ お
よ び 第 ２ の 近 位 端 部 分 ２ ２ を 長 さ 方 向 に 移 動 す る た め に 、 第 １ の 近 位 端 部 分 １ ８ お よ び 第
２ の 近 位 端 部 分 ２ ２ の う ち の 対 応 す る 端 部 分 に 接 続 さ れ て い る 。 こ こ で 、 第 １ の 細 長 い 部
材 １ ２ の 第 １ の 近 位 端 部 分 １ ８ は 、 正 方 形 の 断 面 を 有 し 、 把 持 部 に あ る リ ン グ を 回 転 さ せ
る と 、 把 持 部 内 部 の 第 １ の 近 位 端 部 分 １ ８ が 歯 車 機 構 に よ っ て 回 転 す る 。 把 持 部 、 お よ び
、 医 療 器 具 １ ０ の ロ ボ ッ ト 支 援 に よ る 操 作 （ robotic operation） の 例 は 当 業 者 に 委 ね る
こ と と す る 。 別 の 利 用 例 (employment)で は 、 使 用 者 が 、 第 １ の 細 長 い 部 材 １ ２ お よ び ／ ま
た は 第 ２ の 細 長 い 部 材 １ ４ の 第 １ の 近 位 端 部 分 １ ８ お よ び ／ ま た は 第 ２ の 近 位 端 部 分 ２ ２
を 手 動 で 移 動 し 、 か つ ／ ま た は 、 回 転 し て 、 医 療 用 ス ネ ア ２ ６ を 関 節 式 に 屈 曲 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 １ ～ 図 ４ の 実 施 形 態 の 第 ３ の 態 様 お よ び ／ ま た は 第 ４ の 態 様 (expression)に 伴 う あ る
処 置 で は 、 第 １ の 近 位 端 部 分 １ ８ お よ び 第 ２ の 近 位 端 部 分 ２ ２ の 両 方 を 長 さ 方 向 に 移 動 し
て 、 シ ャ フ ト 部 ３ ４ を 患 者 に 挿 入 す る 前 （ 例 え ば 、 患 者 に 挿 入 し た 内 視 鏡 挿 入 管 ３ ２ の 作
業 用 チ ャ ネ ル ３ ０ に シ ャ フ ト 部 ３ ４ を 挿 入 す る 前 な ど ） に 、 医 療 用 ス ネ ア ２ ６ を 遠 位 内 腔
部 ４ ４ 内 へ 後 退 さ せ る 。 遠 位 シ ャ フ ト 端 部 ３ ８ を 治 療 が 必 要 な 対 象 組 織 の 近 く に 配 置 し た
ら 、 第 １ の 近 位 端 部 分 １ ８ お よ び 第 ２ の 近 位 端 部 分 ２ ２ の 両 方 を 長 さ 方 向 に 移 動 し 、 医 療
用 ス ネ ア ２ ６ を 遠 位 内 腔 部 ４ ４ か ら （ か つ 、 存 在 す る 場 合 は 、 内 視 鏡 挿 入 管 ３ ２ か ら ） 伸
ば す 。 そ の 後 、 医 療 用 ス ネ ア ２ ６ を 治 療 に 望 ま し い 向 き 、 お よ び ／ ま た は 、 形 状 に 、 関 節
式 に 屈 曲 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 い く つ か の 利 点 お よ び 利 益 が 本 発 明 の 実 地 形 態 の １ つ 以 上 の 態 様 (expression)か ら 得 ら
れ た 。 あ る 例 で は 、 関 節 式 に 屈 曲 可 能 な 医 療 用 ス ネ ア が 提 供 さ れ 、 第 １ の 細 長 い 部 材 を 第
２ の 細 長 い 部 材 に 対 し て 遠 位 の 長 さ 方 向 に 移 動 す る と 、 医 療 用 ス ネ ア が 第 １ の 側 に 関 節 式
に 屈 曲 し 、 第 ２ の 細 長 い 部 材 を 第 １ の 細 長 い 部 材 に 対 し て 遠 位 の 長 さ 方 向 に 移 動 す る と 、
医 療 用 ス ネ ア が 第 １ の 側 と は 反 対 の 第 ２ の 側 へ 関 節 式 に 屈 曲 す る 。 同 一 の 例 、 ま た は 、 別
の 例 で は 、 遠 位 ル ー プ 部 お よ び 医 療 用 針 状 ナ イ フ 部 は 、 遠 位 ル ー プ 部 が 弛 緩 状 態 に あ る 場
合 、 実 質 的 に 平 面 内 に あ り 、 第 １ の 近 位 端 部 分 を そ の 中 心 線 回 り に 回 転 す る と 、 医 療 用 ス
ネ ア が 関 節 式 に 屈 曲 し て そ の 面 か ら 外 れ る 。 同 一 の 例 、 ま た は 、 別 の 例 で は 、 使 用 者 が 一
方 の 近 位 端 部 分 を 他 方 の 近 位 端 部 分 に 対 し て 長 さ 方 向 に 移 動 し 、 か つ ／ ま た は 、 近 位 端 部
分 を そ の 中 心 線 回 り に 回 転 し て 、 医 療 用 ス ネ ア を 関 節 式 に 屈 曲 さ せ 、 患 者 の 第 １ の 治 療 の
た め の 第 １ の 治 療 形 状 を 呈 す る よ う に す る 。 こ の 例 で は 、 同 じ 処 置 の 間 に 、 使 用 者 は 、 ２
つ の 異 な る 所 定 の 治 療 形 状 を 有 す る 、 ２ つ の 異 な る 従 来 の 医 療 用 ス ネ ア を 使 用 す る こ と な
く 、 医 療 用 ス ネ ア を 同 様 に 関 節 式 に 屈 曲 さ せ て 、 患 者 の 第 ２ の 治 療 を 行 う た め の 第 ２ の 治
療 形 状 を 呈 す る よ う に す る 。 あ る 応 用 例 で は 、 こ の 医 療 器 具 が 内 視 鏡 の 可 撓 性 の あ る 挿 入
管 の 作 業 用 チ ャ ネ ル に 挿 入 さ れ 、 医 療 用 ス ネ ア は 、 内 視 鏡 の 挿 入 管 に 対 し て 関 節 式 に 屈 曲
で き 、 こ れ に よ り 、 内 視 鏡 の 広 角 ビ デ オ カ メ ラ お よ び 医 療 用 ス ネ ア の 位 置 合 わ せ を 独 立 し
て 行 う こ と が で き る 。 第 ２ の 応 用 例 で は 、 医 療 器 具 は 、 内 視 鏡 の 可 撓 性 の あ る 挿 入 管 の 外
側 に あ る レ ー ル 部 に 連 結 し 、 か つ 、 こ の レ ー ル 部 に 沿 っ て ス ラ イ ド す る よ う に 構 成 さ れ て
お り 、 こ れ に よ り 、 内 視 鏡 の 広 角 ビ デ オ カ メ ラ お よ び 医 療 用 ス ネ ア の 位 置 合 わ せ を 独 立 し
て 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 本 発 明 は 、 実 施 形 態 の い く つ か の 態 様 を 記 載 す る こ と で 説 明 し た が 、 添 付 の 特 許 請 求 の
範 囲 の 趣 旨 お よ び 範 囲 を こ の よ う な 詳 細 に 制 限 ま た は 限 定 す る こ と は 出 願 人 の 意 図 す る と
こ ろ で は な い 。 本 発 明 の 範 囲 か ら 逸 脱 す る こ と な く 、 多 数 の 他 の 変 形 、 変 更 、 お よ び 、 置
換 を 当 業 者 は 想 到 す る で あ ろ う 。 例 え ば 、 本 発 明 の 医 療 器 具 は 、 こ の よ う な シ ス テ ム 、 部
品 、 お よ び 、 方 法 と ロ ボ ッ ト シ ス テ ム と の 互 換 性 を 持 た せ る た め の 明 ら か な 変 更 を 考 慮 す
れ ば 、 ロ ボ ッ ト 支 援 手 術 で の 応 用 も あ る 。 前 述 の 説 明 は 例 示 で あ り 、 当 業 者 は 、 添 付 の 特
許 請 求 の 範 囲 の 趣 旨 お よ び 範 囲 か ら 逸 脱 す る こ と な く 、 他 の 変 更 例 を 想 到 す る で あ ろ う こ
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と を 理 解 さ れ た い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
〔 実 施 の 態 様 〕
（ １ ） 医 療 器 具 に お い て 、
　 ａ ） 第 １ の 近 位 端 部 分 、 お よ び 、 第 １ の 遠 位 部 分 を 有 す る 、 弾 性 的 に 可 撓 性 の あ る 第 １
の 細 長 い 部 材 と 、
　 ｂ ） 第 ２ の 近 位 端 部 分 、 お よ び 、 第 ２ の 遠 位 部 分 を 有 す る 、 弾 性 的 に 可 撓 性 の あ る 第 ２
の 細 長 い 部 材 で あ っ て 、
　 　 前 記 第 ２ の 遠 位 部 分 が 、 前 記 第 １ の 遠 位 部 分 に 取 り 付 け ら れ て お り 、
　 　 取 り 付 け ら れ た 前 記 第 １ の 遠 位 部 分 お よ び 第 ２ の 遠 位 部 分 が 、 遠 位 が ル ー プ 状 の 医 療
用 ス ネ ア を 画 定 し 、 こ の 医 療 用 ス ネ ア は 、 患 者 に 挿 入 可 能 で あ り 、
　 　 前 記 第 １ の 近 位 端 部 分 が 、 前 記 第 ２ の 近 位 端 部 分 に 対 し て 長 さ 方 向 に 移 動 可 能 で あ り
、
　 　 前 記 第 １ の 近 位 端 部 分 を 前 記 第 ２ の 近 位 端 部 分 に 対 し て 長 さ 方 向 に 移 動 す る と 、 前 記
医 療 用 ス ネ ア が 関 節 式 に 屈 曲 し 、
　 　 前 記 第 ２ の 近 位 端 部 分 が 、 前 記 第 １ の 近 位 端 部 分 に 対 し て 長 さ 方 向 に 移 動 可 能 で あ り
、
　 　 前 記 第 ２ の 近 位 端 部 分 を 前 記 第 １ の 近 位 端 部 分 に 対 し て 長 さ 方 向 に 移 動 す る と 、 前 記
医 療 用 ス ネ ア が 関 節 式 に 屈 曲 す る 、
　 第 ２ の 細 長 い 部 材 と 、
　 を 含 む 、 医 療 器 具 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
（ ２ ） 実 施 態 様 １ に 記 載 の 医 療 器 具 に お い て 、
　 前 記 第 ２ の 遠 位 部 分 が 、 前 記 第 １ の 遠 位 部 分 に 一 体 に (monolithically)取 り 付 け ら れ て
い る 、 医 療 器 具 。
（ ３ ） 実 施 態 様 １ に 記 載 の 医 療 器 具 に お い て 、
　 前 記 医 療 用 ス ネ ア が 、 高 周 波 通 電 型 医 療 用 ス ネ ア (radio-frequency-energized medical
 snare)で あ る 、 医 療 器 具 。
（ ４ ） 実 施 態 様 １ に 記 載 の 医 療 器 具 に お い て 、
　 前 記 医 療 用 ス ネ ア が 、 内 視 鏡 挿 入 管 の 作 業 用 チ ャ ネ ル に 挿 入 可 能 で あ る 、 医 療 器 具 。
（ ５ ） 実 施 態 様 １ に 記 載 の 医 療 器 具 に お い て 、
　 前 記 第 １ の 細 長 い 部 材 、 お よ び 、 第 ２ の 細 長 い 部 材 が 、 本 質 的 に ニ チ ノ ー ル 製 ワ イ ヤ か
ら 構 成 さ れ て い る 、 医 療 器 具 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
（ ６ ） 医 療 器 具 に お い て 、
　 ａ ） 第 １ の 近 位 端 部 分 、 お よ び 、 第 １ の 遠 位 部 分 を 有 す る 、 弾 性 的 に 可 撓 性 の あ る 第 １
の 細 長 い 部 材 と 、
　 ｂ ） 第 ２ の 近 位 端 部 分 、 お よ び 、 第 ２ の 遠 位 部 分 を 有 す る 、 弾 性 的 に 可 撓 性 の あ る 第 ２
の 細 長 い 部 材 で あ っ て 、
　 　 前 記 第 ２ の 遠 位 部 分 が 、 前 記 第 １ の 遠 位 部 分 に 取 り 付 け ら れ て お り 、
　 　 取 り 付 け ら れ た 前 記 第 １ の 遠 位 部 分 お よ び 第 ２ の 遠 位 部 分 が 、 遠 位 が ル ー プ 状 の 医 療
用 ス ネ ア を 画 定 し 、 こ の 医 療 用 ス ネ ア は 患 者 に 挿 入 可 能 で あ り 、
　 　 前 記 第 １ の 近 位 端 部 分 が 、 中 心 線 を 有 し 、 前 記 中 心 線 回 り に 回 転 可 能 で あ り 、
　 　 前 記 第 １ の 近 位 端 部 分 を 前 記 中 心 線 回 り に 回 転 す る と 、 前 記 医 療 用 ス ネ ア が 関 節 式 に
屈 曲 す る 、
　 第 ２ の 細 長 い 部 材 と 、
　 を 含 む 、 医 療 器 具 。
（ ７ ） 実 施 態 様 ６ に 記 載 の 医 療 器 具 に お い て 、
　 前 記 第 １ の 近 位 端 部 分 が 、 前 記 第 ２ の 近 位 端 部 分 に 対 し て 長 さ 方 向 に 移 動 可 能 で あ り 、
　 前 記 第 １ の 近 位 端 部 分 を 前 記 第 ２ の 近 位 端 部 分 に 対 し て 長 さ 方 向 に 移 動 す る と 、 前 記 医
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療 用 ス ネ ア が 関 節 式 に 屈 曲 す る 、
　 医 療 器 具 。
【 ０ ０ ３ １ 】
（ ８ ） 実 施 態 様 ６ に 記 載 の 医 療 器 具 に お い て 、
　 前 記 第 ２ の 遠 位 部 分 が 、 前 記 第 １ の 遠 位 部 分 に 一 体 に 取 り 付 け ら れ て い る 、 医 療 器 具 。
（ ９ ） 実 施 態 様 ６ に 記 載 の 医 療 器 具 に お い て 、
　 前 記 医 療 用 ス ネ ア が 、 高 周 波 通 電 型 医 療 用 ス ネ ア (radio-frequency-energized medical
 snare)で あ る 、 医 療 器 具 。
（ １ ０ ） 実 施 態 様 ６ に 記 載 の 医 療 器 具 に お い て 、
　 前 記 医 療 用 ス ネ ア が 、 内 視 鏡 挿 入 管 の 作 業 用 チ ャ ネ ル に 挿 入 可 能 で あ る 、 医 療 器 具 。
（ １ １ ） 実 施 態 様 ６ に 記 載 の 医 療 器 具 に お い て 、
　 前 記 第 １ の 細 長 い 部 材 、 お よ び 、 第 ２ の 細 長 い 部 材 が 、 本 質 的 に ニ チ ノ ー ル 製 ワ イ ヤ か
ら 構 成 さ れ て い る 、 医 療 器 具 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
（ １ ２ ） 医 療 器 具 に お い て 、
　 ａ ） 第 １ の 近 位 端 部 分 、 お よ び 、 第 １ の 遠 位 部 分 を 有 す る 弾 性 的 に 可 撓 性 の あ る 第 １ の
細 長 い 部 材 と 、
　 ｂ ） 第 ２ の 近 位 端 部 分 、 お よ び 、 第 ２ の 遠 位 部 分 を 有 す る 弾 性 的 に 可 撓 性 の あ る 第 ２ の
細 長 い 部 材 で あ っ て 、
　 　 前 記 第 ２ の 遠 位 部 分 が 、 前 記 第 １ の 遠 位 部 分 に 取 り 付 け ら れ て お り 、
　 　 取 り 付 け ら れ た 前 記 第 １ の 遠 位 部 分 お よ び 第 ２ の 遠 位 部 分 が 、 遠 位 が ル ー プ 状 の 医 療
用 ス ネ ア を 画 定 し 、 こ の 医 療 用 ス ネ ア は 、 所 与 の 形 状 を 有 し て お り 、
　 　 前 記 第 １ の 近 位 端 部 分 が 、 前 記 第 ２ の 近 位 端 部 分 に 対 し て 長 さ 方 向 に 移 動 可 能 で あ り
、
　 　 前 記 第 ２ の 近 位 端 部 分 が 、 前 記 第 １ の 近 位 端 部 分 に 対 し て 長 さ 方 向 に 移 動 可 能 で あ る
、
　 第 ２ の 細 長 い 部 材 と 、
　 ｃ ） 可 撓 性 の あ る シ ャ フ ト 部 で あ っ て 、
　 　 近 位 シ ャ フ ト 端 部 、
　 　 患 者 に 挿 入 可 能 な 遠 位 シ ャ フ ト 端 部 、
　 　 前 記 近 位 シ ャ フ ト 端 部 か ら 前 記 遠 位 シ ャ フ ト 端 部 の 方 へ 延 び て い る 、 第 １ お よ び 第 ２
の 近 位 内 腔 部 、 な ら び に 、
　 　 前 記 遠 位 シ ャ フ ト 端 部 か ら 前 記 近 位 シ ャ フ ト 端 部 の 方 へ 延 び て お り 、 前 記 第 １ お よ び
第 ２ の 近 位 内 腔 部 の そ れ ぞ れ と つ な が っ て い る 遠 位 内 腔 部 、
　 を 有 し 、
　 　 前 記 第 １ の 細 長 い 部 材 が 、 前 記 第 １ の 近 位 内 腔 部 に 配 置 さ れ て お り 、
　 　 前 記 第 ２ の 細 長 い 部 材 が 、 前 記 第 ２ の 近 位 内 腔 部 に 配 置 さ れ て お り 、
　 　 前 記 医 療 用 ス ネ ア は 、 前 記 遠 位 内 腔 部 に 後 退 さ せ る こ と が 可 能 で あ り 、 か つ 、 前 記 遠
位 内 腔 部 か ら 伸 ば す こ と が 可 能 で あ り 、
　 　 前 記 第 １ の 近 位 端 部 分 を 前 記 第 ２ の 近 位 端 部 分 に 対 し て 長 さ 方 向 に 移 動 す る と 、 前 記
医 療 用 ス ネ ア は 、 前 記 遠 位 内 腔 部 か ら 伸 ば さ れ て い る 場 合 、 関 節 式 に 屈 曲 し て 形 状 を 変 え
、
　 　 前 記 第 ２ の 近 位 端 部 分 を 前 記 第 １ の 近 位 端 部 分 に 対 し て 長 さ 方 向 に 移 動 す る と 、 前 記
医 療 用 ス ネ ア は 、 前 記 遠 位 内 腔 部 か ら 延 ば さ れ て い る 場 合 、 関 節 式 に 屈 曲 し て 形 状 を 変 え
る 、
　 可 撓 性 の あ る シ ャ フ ト 部 と 、
　 を 含 む 、 医 療 器 具 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
（ １ ３ ） 実 施 態 様 １ ２ に 記 載 の 医 療 器 具 に お い て 、
　 前 記 第 ２ の 遠 位 部 分 が 、 前 記 第 １ の 遠 位 部 分 に 一 体 に 取 り 付 け ら れ て い る 、 医 療 器 具 。
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（ １ ４ ） 実 施 態 様 １ ２ に 記 載 の 医 療 器 具 に お い て 、
　 前 記 シ ャ フ ト が 、 内 視 鏡 挿 入 管 の 作 業 用 チ ャ ネ ル に 挿 入 可 能 で あ る 、 医 療 器 具 。
（ １ ５ ） 実 施 態 様 １ ２ に 記 載 の 医 療 器 具 に お い て 、
　 前 記 第 １ の 細 長 い 部 材 、 お よ び 、 第 ２ の 細 長 い 部 材 が 、 本 質 的 に ニ チ ノ ー ル 製 ワ イ ヤ か
ら 構 成 さ れ て い る 、 医 療 器 具 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
（ １ ６ ） 医 療 器 具 に お い て 、
　 ａ ） 第 １ の 近 位 端 部 分 、 お よ び 、 第 １ の 遠 位 部 分 を 有 す る 、 弾 性 的 に 可 撓 性 の あ る 第 １
の 細 長 い 部 材 と 、
　 ｂ ） 第 ２ の 近 位 端 部 分 、 お よ び 、 第 ２ の 遠 位 部 分 を 有 す る 、 弾 性 的 に 可 撓 性 の あ る 第 ２
の 細 長 い 部 材 で あ っ て 、
　 　 前 記 第 ２ の 遠 位 部 分 が 、 前 記 第 １ の 遠 位 部 分 に 取 り 付 け ら れ て お り 、
　 　 取 り 付 け ら れ た 前 記 第 １ の 遠 位 部 分 お よ び 第 ２ の 遠 位 部 分 が 、 遠 位 が ル ー プ 状 の 医 療
用 ス ネ ア を 形 成 し 、 こ の 医 療 用 ス ネ ア は 、 所 与 の 形 状 を し て お り 、
　 　 前 記 第 １ の 近 位 端 部 分 が 、 中 心 線 を 有 し 、 前 記 中 心 線 回 り に 回 転 可 能 で あ る 、
　 第 ２ の 細 長 い 部 材 と 、
　 ｃ ） 可 撓 性 の あ る シ ャ フ ト 部 で あ っ て 、
　 　 近 位 シ ャ フ ト 端 部 、
　 　 患 者 に 挿 入 可 能 な 遠 位 シ ャ フ ト 端 部 、
　 　 前 記 近 位 シ ャ フ ト 端 部 か ら 前 記 遠 位 シ ャ フ ト 端 部 の 方 へ 延 び て い る 、 第 １ お よ び 第 ２
の 近 位 内 腔 部 、 な ら び に 、
　 　 前 記 遠 位 シ ャ フ ト 端 部 か ら 前 記 近 位 シ ャ フ ト 端 部 の 方 へ 延 び て お り 、 前 記 第 １ お よ び
第 ２ の 近 位 内 腔 部 の そ れ ぞ れ と つ な が っ て い る 遠 位 内 腔 部 、
　 　 を 有 し 、
　 　 前 記 第 １ の 細 長 い 部 材 が 、 前 記 第 １ の 近 位 内 腔 部 に 配 置 さ れ て お り 、
　 　 前 記 第 ２ の 細 長 い 部 材 が 、 前 記 第 ２ の 近 位 内 腔 部 に 配 置 さ れ て お り 、
　 　 前 記 医 療 用 ス ネ ア は 、 前 記 遠 位 内 腔 部 に 後 退 さ せ る こ と が 可 能 で あ り 、 か つ 、 前 記 遠
位 内 腔 部 か ら 伸 ば す こ と が 可 能 で あ り 、
　 　 前 記 第 １ の 近 位 端 部 分 を 前 記 中 心 線 回 り に 回 転 す る と 、 前 記 医 療 用 ス ネ ア は 、 前 記 遠
位 内 腔 部 か ら 伸 ば さ れ て い る 場 合 、 関 節 式 に 屈 曲 し て 形 状 を 変 え る 、
　 可 撓 性 の あ る シ ャ フ ト 部 と 、
　 を 含 む 、 医 療 器 具 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
（ １ ７ ） 実 施 態 様 １ ６ に 記 載 の 医 療 器 具 に お い て 、
　 前 記 第 １ の 近 位 端 部 分 が 、 前 記 第 ２ の 近 位 端 部 分 に 対 し て 長 さ 方 向 に 移 動 可 能 で あ り 、
　 前 記 第 １ の 近 位 端 部 分 を 前 記 第 ２ の 近 位 端 部 分 に 対 し て 長 さ 方 向 に 移 動 す る と 、 前 記 医
療 用 ス ネ ア が 関 節 式 に 屈 曲 し て 形 状 を 変 え 、
　 前 記 第 ２ の 近 位 端 部 分 が 、 前 記 第 １ の 近 位 端 部 分 に 対 し て 長 さ 方 向 に 移 動 可 能 で あ り 、
　 前 記 第 ２ の 近 位 端 部 分 を 前 記 第 １ の 近 位 端 部 分 に 対 し て 長 さ 方 向 に 移 動 す る と 、 前 記 医
療 用 ス ネ ア が 関 節 式 に 屈 曲 し て 形 状 を 変 え る 、
　 医 療 器 具 。
（ １ ８ ） 実 施 態 様 １ ６ に 記 載 の 医 療 器 具 に お い て 、
　 前 記 第 ２ の 遠 位 部 分 が 、 前 記 第 １ の 遠 位 部 分 に 一 体 に 取 り 付 け ら れ て い る 、 医 療 器 具 。
（ １ ９ ） 実 施 態 様 １ ６ に 記 載 の 医 療 器 具 に お い て 、
　 前 記 シ ャ フ ト が 、 内 視 鏡 挿 入 管 の 作 業 用 チ ャ ネ ル に 挿 入 可 能 で あ る 、 医 療 器 具 。
（ ２ ０ ） 実 施 態 様 １ ６ に 記 載 の 医 療 器 具 に お い て 、
　 前 記 第 １ の 細 長 い 部 材 、 お よ び 、 第 ２ の 細 長 い 部 材 が 、 本 質 的 に ニ チ ノ ー ル 製 ワ イ ヤ か
ら 構 成 さ れ て い る 、 医 療 器 具 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ６ 】

10

20

30

40

50

(12) JP 2007-289702 A 2007.11.8



【 図 １ 】 発 明 の 医 療 器 具 の 実 施 形 態 の 概 略 側 面 断 面 図 で あ り 、 そ の 医 療 器 具 の 、 遠 位 が ル
ー プ 状 の 医 療 用 ス ネ ア が 、 そ の 医 療 器 具 の シ ャ フ ト 部 の 遠 位 内 腔 部 か ら 伸 ば さ れ て い る こ
と を 示 し て い る 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 線 ２ － ２ に 沿 っ て 取 ら れ た 図 １ の 医 療 器 具 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ と 同 様 の 図 で あ る が 、 図 １ の 医 療 器 具 が 内 視 鏡 挿 入 管 の 作 業 用 チ ャ ネ ル に 配
置 さ れ て お り 、 遠 位 が ル ー プ 状 の 医 療 用 ス ネ ア が シ ャ フ ト 部 の 遠 位 内 腔 部 か ら 伸 ば さ れ 、
一 方 の 側 へ 関 節 式 に 屈 曲 さ れ て い る 状 態 が 示 さ れ て お り 、 内 視 鏡 の ハ ン ド ル 部 、 お よ び 、
内 視 鏡 挿 入 部 の 機 能 特 徴 部 （ 挿 入 管 の 関 節 式 屈 曲 特 徴 部 お よ び 広 角 ビ デ オ カ メ ラ な ど ） は
、 明 確 に す る た め に 省 略 さ れ て い る 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ２ と 同 様 の 図 で あ る が 、 遠 位 が ル ー プ 状 の 医 療 用 ス ネ ア が シ ャ フ ト 部 の 遠 位 内
腔 部 に 後 退 さ れ て い る 状 態 を 示 し て い る 図 で あ る 。

10

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

(13) JP 2007-289702 A 2007.11.8



【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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